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浜は
ま

参さ
ん

宮ぐ
う

は
じ
ま
る

春
の
二ふ

た

み

が

う

ら

見
浦
に

朗
々
と
流
れ
る
木
遣
り
歌
。

神
領
民
こ
ぞ
っ
て
浜
参
宮
！

お
伊
勢
さ
ま
の
新
宮
へ

清
い
心
で

お
白
石
奉
納
で
き
ま
す
よ
う
。

春
の
二ふ

た

み

が

う

ら

見
浦
に

朗
々
と
流
れ
る
木
遣
り
歌
。

神
領
民
こ
ぞ
っ
て
浜
参
宮
！

お
伊
勢
さ
ま
の
新
宮
へ

清
い
心
で

お
白
石
奉
納
で
き
ま
す
よ
う
。

1 平成25年3月31日発行

　

二
十
年
に
一
度
の
大
祭
、
第
六
十
二

回
神
宮
式
年
遷
宮
の
遷
御
の
日
が
去
る

二
月
二
十
五
日
、
正
式
に
定
め
ら
れ
た
。

皇
大
神
宮（
内
宮
）　

十
月
二
日

豊
受
大
神
宮（
外
宮
）　

十
月
五
日

　

式
年
遷
宮
は
皇
室
に
と
っ
て
重
要
な

祭
儀
で
も
あ
り
、
代
々
天
皇
陛
下
が
お

定
め
に
な
る
。

　

鷹
司
神
宮
大
宮
司
か
ら
は
「
み
な
さ

ま
方
の
ま
こ
と
に
深
い
ま
ご
こ
ろ
に
よ

っ
て
遷
宮
の
諸
祭
や
準
備
も
着
々
と
進

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
わ
た
し
ど
も
は

心
を
一
つ
に
し
て
ご
奉
仕
に
専
念
し
、

陛
下
の
御
心
に
そ
う
よ
う
務
め
た
い
と

思
い
ま
す
。
い
っ
そ
う
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
の
趣
旨
の
謹
話
も
、

同
時
に
発
表
さ
れ
た
。

　

今
夏
は
、
旧
神
領
を
あ
げ
て
「
お
白

石
持
行
事
」
が
行
わ
れ
る
。
遷
御
へ
む

け
て
、
新
宮
の
御
敷
地
に
お
白
石
を
奉

納
す
る
伝
統
行
事
だ
。

　

こ
れ
に
先
だ
っ
て
行
わ
れ
る
「
浜
参

宮
」
は
、
心
身
を
清
め
る
禊（
み
そ
ぎ
）

に
あ
た
る
。
春
の
潮
風
の
な
か
、
七
十

余
の
奉
献
団
が
揃
い
の
法
被
姿
で
ぞ
く

ぞ
く
と
二
見
の
海
辺
を
め
ざ
す
。
木
遣

り
子
の
声
が
響
き
わ
た
り
、
子
ど
も
た

ち
の
手
踊
り
も
愛
ら
し
い
。
町
内
の
絆

を
感
じ
さ
せ
る
行
事
で
あ
る
。

浜
参
宮
日
程（
予
定
）

４
月
４
日
本
部
、
７
日
10
団
、
14
日
11

団
、
20
日
２
団
、
21
日
９
団
、
27
日
１
団
、

29
日
１
団
、
５
月
11
日
１
団
、
12
日
10
団
、

19
日
９
団
、
26
日
６
団
、
６
月
２
日
１
団
、

９
日
６
団
、
16
日
・
30
日
各
１
団

２
面･

３
面
　
二
見
浦
で
浜
参
宮
！

４
面
　
　
　
　
春
の
二
見
浦
を
歩
こ
う

５
面
　
　
　
　
二
見
の
名
物
あ
れ
こ
れ

６
面
　
　
　
　
遷
宮
入
門
（
そ
の
七
）

７
面
　
　
　
　
遷
宮
へ
の
道

　
　
　
　
　
　
采
野
技
師
に
聞
く

８
面
　
　
　
　
い
せ
び
と
歳
時
記
　

神領民を迎える二見浦の二見興玉神社境内（御樋代木奉曳年の撮影）　撮影／阪本博文

●
浜
参
宮
の
問
い
合
わ
せ

二
見
興
玉
神
社

☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０
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突堤まで春らんまん。

幟はためく参道。

※�写真は御樋代木奉曳式（平成17
年6月）とお木曳行事（同18年�
5月〜7月）に先立っての浜参宮。

無垢塩祓を受ける。

旅館街をゆく手踊り隊。

木遣り子を先頭に“をみな”のご一行。

心晴れやかに参拝。

わたしらも一人前や〜。

拝殿で木遣り奉納。 夫婦岩表参道を行く（写真上）。　袴に金扇。りりしい子ども木遣り子たち（同下）。

七
十
余
奉
献
団
が

二
見
浦
で

浜
参
宮
！



3 平成25年3月31日発行

無垢塩草の幣。海草を真水で
洗い、乾燥して束ね、幣をつく
る。全国でも珍しい黒い幣だ。

二見興玉神社の神職一同。４月から６月に旧神領の
奉献団、７月に全国から特別奉献団を迎える。

浜参宮をサポートする二見浦茶屋清渚連。

地元ボランティア代表の松本誠さん。

毎年５月21日、夫婦岩の沖で藻
も

刈
かり

神事が行われる。二見興玉
神社のお祓いの幣や授与品となる無垢塩草を刈る神事だ。

正
統
派
の
お
伊
勢
ま
い
り
は
、

＂
清き

よ
き

渚な
ぎ
さ

︵
二
見
浦
︶の
浜
参
宮︵
禊み

そ
ぎ

︶

＂か
ら

と
。
お
伊
勢
ま
い
り
と
同
じ
く
古
く
か

ら
の
伝
統
が
あ
る
。

禊
の
起
源
は
神
話
の
中
に

　

何
よ
り
清
浄
を
尊
ぶ
神
道
は
、
禊
に

始
ま
り
禊
に
終
わ
る
、
と
い
わ
れ
る
。

禊
と
は
、
罪
や
穢
れ
の
あ
る
と
き
、
あ

る
い
は
大
事
な
神
事
の
前
に
、川
や
海
、

ま
た
は
湯
水
で
身
を
清
め
る
こ
と
を
い

う
。

　

神
社
に
参
る
と
き
に
手
水
で
手
を
洗

う
の
も
一
種
の
禊
、
大
相
撲
の
力
士
が

取
り
組
み
前
に
口
を
す
す
ぐ
の
も
、
同

類
だ
。
寒
中
、
滝
に
打
た
れ
る
と
い
う

の
も
あ
る
。

　

そ
の
起
源
は
、
古
事
記
の
中
の
伊い

邪ざ

那な

岐ぎ
の

尊み
こ
と

の
禊
に
あ
る
。
亡
き
妻
の
あ
と

を
追
っ
て
黄よ

泉み

の
国
に
踏
み
込
ん
で
し

ま
っ
た
尊
は
、
穢
れ
た
わ
が
身
を
川
で

す
す
い
で
清
め
た
と
い
う
、
あ
の
神
話

だ
。

　

伊
勢
ま
い
り
で
は
、
道
中
の
宮
川
や

五
十
鈴
川
で
禊
を
す
る
旅
人
も
多
か
っ

た
が
、
す
で
に
江
戸
初
期
に
は
参
宮
の

前
に
二
見
浦
へ
ま
わ
り
、
ま
ず
禊
（
浜

参
宮
）を
す
る
慣
わ
し
も
根
付
い
て
い

た
。
神
宮
の
禰ね

宜ぎ

た
ち
も
、
明
治
に
な

る
ま
で
は
三
節
祭
（
神か

ん

嘗な
め

祭
・
六
月
・

十
二
月
の
月つ

き

次な
み

祭
）に
先
立
ち
、そ
ろ
っ

て
二
見
浦
の
海
に
出
て
お
供
え
の
海
の

幸
を
漁す

な
ど

り
、
潮
で
心
身
を
清
め
て
大
祭

の
奉
仕
に
あ
た
っ
た
と
い
う
。
二
見
浦

が
〝
清き

よ
き

渚な
ぎ
さ

〟
と
美
称
で
呼
ば
れ
る
の
も

道
理
な
の
だ
。

　

現
在
、
神
領
民
の
浜
参
宮
と
も
な
る

と
、
総
勢
お
よ
そ
一
万
五
千
人
が
四
月

は
じ
め
か
ら
週
末
ご
と
に
や
っ
て
く

る
。
夏
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
特
別
神

領
民
約
七
万
人
も
、
二
見
浦
で
浜
参
宮

す
る
。
か
れ
ら
を
迎
え
る
の
は
、
夫
婦

岩
で
お
な
じ
み
の
二
見
興お

き

玉た
ま

神
社
だ
。

　

二
見
浦
は
そ
の
景
勝
か
ら
歌
枕
の
地

と
さ
れ
て
き
た
。
波
間
に
浮
か
ぶ
夫
婦

岩
、
そ
の
間
か
ら
昇
る
朝
日
、
は
る
か

に
望
む
富
士
山
…
、
ど
れ
も
絵
と
な
り

歌
と
な
る
。

　

そ
の
海
辺
に
あ
る
二
見
興
玉
神
社

は
、
主
祭
神
・
猿さ

る

田た

彦ひ
こ

大お
お

神か
み

の
も
と
に
、

日
頃
は
縁
結
び
、
道
開
き
に
霊
験
あ
ら

た
か
と
知
ら
れ
る
神
社
だ
。

　

今
年
は
、
二
十
年
に
一
度
の
「
お
白

石
持
行
事
と
浜
参
宮
」
の
年
。
四
月
か

ら
大
勢
の
神
領
民
に
よ
る
奉
献
団
を
迎

え
る
。

　

こ
こ
で
は
、
海
草
を
束
ね
た
珍
し
い

黒
い
幣へ

い
で
神
領
民
た
ち
を
祓
い
清
め
る
。

無
垢
塩
草
の
幣
で

　

こ
の
二
見
興
玉
神
社
で
は
、
毎
年
、

五
月
二
十
一
日
に
藻も

刈か
り

神
事
を
行
う
。

夫
婦
岩
の
沖
七
〇
〇
㍍
に
鎮
ま
る
興
玉

神
石
ま
で
舟
で
近
づ
き
、無
垢
塩
草（
ア

マ
モ
）を
刈
り
採
る
神
事
だ
。
こ
の
海

草
を
洗
い
清
め
、
天
日
に
干
し
束
ね
た

も
の
が
、
黒
々
と
し
た
無
垢
塩
草
の
幣

と
な
る
。

　

無
垢
と
は
汚
心
の
な
い
清
浄
な
こ

と
。
無
垢
塩
草
に
は
、
塩
水
で
身
を
清

め
、
穢
れ
の
な
い
無
垢
な
状
態
に
戻
す

禊
と
同
じ
霊
妙
な
力
が
宿
る
と
さ
れ
る
。

　

そ
の
昔
、
宮
中
の
女
官
た
ち
は
こ
れ

を
髪
に
結
ん
で
穢
れ
を
祓
う
信
仰
が

あ
っ
た
。
一
方
、
伊
勢
志
摩
で
は
正
月

飾
り
の
竹
の
枝
に
無
垢
塩
草
を
結
ん
で

お
き
、
神
社
参
拝
の
と
き
に
は
口
に
含

ん
だ
り
、
浴
湯
に
入
れ
て
心
身
の
清
め

と
す
る
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
に
生
き
て

い
た
。
海
草
を
幣
と
す
る
神
社
は
各
地

の
海
辺
の
神
社
に
も
み
ら
れ
、
出
雲
の

佐
太
神
社（
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
）、
金
沢
八
景

の
瀬
戸
神
社（
ア
マ
モ
）な
ど
が
あ
る
。

　

拝
殿
の
中
、
奉
献
団
一
同
が
か
し
こ

ま
っ
て
頭
を
垂
れ
る
と
、
さ
わ
さ
わ
と

無
垢
塩
幣
の
わ
た
る
気
配
。
微
か
に
た

だ
よ
う
潮
の
香
り
…
。
海
辺
で
禊
を
し

た
気
分
満
点
で
あ
る
。

　

片
岡
昭
雄
宮
司（
85
）は
「
こ
の
二
見

浦
一
帯
こ
そ
日
本
書
紀
に
い
う
〝
常と

こ

世よ

の
浪
の
重し

き

浪な
み

帰よ

す
る
所
〟
と
思
わ
れ
ま

す
。
お
白
石
持
行
事
を
見
事
に
完
遂
な

さ
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
祝
福
す
る
。

　

い
よ
い
よ
遷
御
の
年
を
迎
え
、内
宮
・

外
宮
と
も
に
新
宮
の
完
成
が
間
近
に
迫

る
。

　

新
宮
を
す
っ
ぽ
り
隠
し
て
い
る
覆お

お
い

屋や

が
取
り
除
か
れ
る
と
、
ほ
ど
な
く
旧
神

領
・
伊
勢
で
「
お
白
石
持
行
事
」
が
始

ま
る
。
こ
の
時
に
限
り
、
旧
神
領
民
は

四
重
の
垣
の
め
ぐ
る
奥
深
い
正
宮
の
御

敷
地
に
入
り
、
新
し
い
社
殿
を
間
近
に

見
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

　

神
聖
な
行
事
だ
け
に
、
前
も
っ
て
浜

参
宮
を
行
い
、
心
身
を
清
め
て
か
ら
参

加
す
る
こ
と
が
各
町
奉
献
団
の
習
い
と

な
っ
て
い
る
。

　

浜
参
宮
と
は
、
海
辺
で
行
う
禊
の
こ

昔
か
ら
、お
伊
勢
ま
い
り
の
前
に
は
川
、海
な
ど
の

水
辺
で
心
身
を
清
め
る
禊み

そ
ぎ

を
行
う
の
が
、

日
本
の〝
常
識
〟だ
っ
た
。

先
年
の「
お
木
曳
行
事
」、今
夏
の「
お
白
石
持
行
事
」に

臨
む
神
領
民
の「
浜
参
宮
」は
、

そ
の
伝
統
あ
る
作
法
を
脈
々
と
今
日
に
伝
え
て
い
る
。

潮
の
香
ふ
わ
り
～
、

無む

垢く

塩し
お

草く
さ

で
浜
参
宮
の
お
祓
い

二
見
興
玉
神
社　

　各地から大勢の浜参宮の人々を

迎える二見町では、ボランティア

による“見守り隊”が組織される。

４月からの神領民奉献団を担当す

るのは、二見浦茶屋清
せい

渚
ちょ

連
れん

。二見

興玉神社の氏子でもあり、日頃か

ら大注連縄の張替神事にも奉仕す

る意気軒昂なお仲間である。「安

全に気持ちよくお参りいただける

ように」と対策室長の五
い

十
ら

子
ご

昌秀

さん（51）。清渚連はトップに浜

参宮を行う。

　一方、７月、全国からの特別神

領民をサポートするのは、敬神婦

人会を母体とする地元ボランティ

アたち。代表の松本誠さん（73）

は、「満足してお帰りいただける

よう、全員で地元の歴史などを勉

強しているところです」と語る。

「
お
白
石
持
行
事
」の
前
に

ようこそ、二見へ！
浜参宮の見守り隊
「二見浦茶屋清

せい

渚
ちょ

連」
「敬神婦人会ボランティア」

　

浜
参
宮
は
大
団
体
な
の
で
、
貸
切

バ
ス
や
Ｊ
Ｒ
参
宮
線
で
二
見
へ
来
る
の

だ
が
、〝
歩
き
で
浜
参
宮
〟と
い
う
元

気
組
も
あ
る
。
大
所
帯
で
知
ら
れ
る

宇
治
奉
献
団
だ
。

　
「
歩
け
る
者
は
歩
く
の
が
伝
統
で

す
ね
。
高
齢
化
も
あ
っ
て
今
回
は
バ

ス
も
用
意
。
そ
れ
で
も
約
２
０
０
人

歩
き
ま
す
。
通
り
か
か
っ
た
町
を
讃

え
る
木
遣
り
を
臨
機
応
変
唄
い
ま
す

か
ら
、
30
曲
く
ら
い
は
道
中
で
披
露

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
木
遣
り

部
長
の
山
中
一孝
さ
ん（
50
）。

宇
治
～
二
見
、

歩
き
で
浜
参
宮
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清渚とよばれる二見浦。

二見興玉神社の表参道。

うたがふな�潮の花も�浦の春　芭蕉

浪越すと�二見の松の�見えつるは
梢にかかる�霞なりけり　西行

なつかしさ誘う夫婦岩表参道（旅館街）。

音無山からは伊勢湾が一望のもと。

貴賓の宿であった賓日館。

約130体のお白石持ヒナ。

二
見
浦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、

潮
風
さ
わ
や
か
な
海
岸
線
も
よ
し
。

桜
と
新
緑
の
音お

と

無な
し

山や
ま

も
よ
し
。

〝
二
見
〟の
名
の
由
来
と
な
っ
た

二
度
振
り
返
り
見
と
れ
て
し
ま
う

絶
景
の
中
で
、リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
よ
う
。

り
と
見
え
、
そ
の
む
こ
う
に
日
本
ア
ル

プ
ス
の
山
々
も
蜃
気
楼
の
よ
う
に
浮
か

ん
で
み
え
る
。

　

堤
防
の
内
側
に
は
、
み
ご
と
な
松
林

が
並
行
し
て
つ
づ
く
。
旅
館
の
人
た
ち

が
大
切
に
し
て
い
る
防
風
・
砂
防
の
松

原
で
、
気
持
ち
の
良
い
緑
陰
と
な
っ
て

い
る
。
林
の
中
を
行
く
と
、
あ
ち
ら
に

西
行
、
宣
長
、
長
明
…
、
こ
ち
ら
に
芭

蕉
、
誓
子
…
と
歌
碑
や
句
碑
が
二
十
基

ち
か
く
た
た
ず
ん
で
い
る
。
二
見
は
昔

か
ら
文
人
墨
客
が
好
ん
で
訪
れ
た
歌
枕

の
地
。
こ
と
に
歌
人
・
西
行
は
七
年
間

も
二
見
に
庵
を
む
す
ん
で
い
た
。
多
く

の
碑
は
か
れ
ら
が
二
見
で
作
っ
た
作
品

で
、
町
制
八
十
周
年
記
念
に
建
立
し
た

も
の
。
ち
ょ
っ
と
し
た
文
学
散
歩
だ
。

　

や
が
て
、
二
見
海
水
浴
場
に
着
く
。

二
見
は
日
本
初
の
公
認
海
水
浴
場
の
発

祥
地
。
大
正
天
皇
も
お
小
さ
い
こ
ろ
、

二
見
に
滞
在
さ
れ
、
こ
の
海
で
泳
ぎ
を

学
ば
れ
た
と
い
う
。

　

海
水
浴
場
の
隣
が
、
伊
勢
神
宮
の
御

塩
殿
の
あ
る
松
林
だ
。

　

帰
路
は
、
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の
た
だ

よ
う
夫
婦
岩
表
参
道（
旅
館
街
）を
も
ど

ろ
う
。
甘
味
ど
こ
ろ
、
み
や
げ
も
の
店

な
ど
の
寄
り
道
も
楽
し
い
。

　

二
見
の
海
岸
は
、
二
見
興
玉
神
社
の

鳥
居
前
か
ら
海
水
浴
場
ま
で
二
㌔
弱
、

眺
め
の
良
い
堤
防
上
の
道
が
つ
づ
い
て

い
る
。
晴
天
に
は
、
青
い
海
原
の
か
な

た
に
知
多
半
島
や
渥
美
半
島
が
く
っ
き

春
の
二
見
浦
を
歩
こ
う

　

四
月
初
旬
に
は
、
全
山
さ
く
ら
色
に

染
ま
る
音
無
山
。
裾
野
か
ら
頂
上（
約

１
２
０
㍍
）へ
ゆ
る
や
か
な
遊
歩
道
が

め
ぐ
っ
て
い
る
。
満
開
の
桜
越
し
に
望

む
二
見
の
海
岸
線
は
、
し
ば
し
見
と
れ

る
美
し
さ
だ
。

　

地
元
の
人
は
、
こ
の
山
を
「
三
郎

山
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
源
平
の
戦
で

華
々
し
い
軍
功
を
あ
げ
た
と
伝
え
ら
れ

る
伊
勢
三
郎
義
盛
の
館
が
あ
っ
た
か
ら

だ
。
伊
勢
三
郎
は
今
も
人
気
の
英
雄
で
、

二
見
の
木
遣
り
唄
に
も
登
場
す
る
。

　

頂
上
か
ら
東
へ
す
す
む
と
、
日
の
出

の
よ
く
見
え
る
展
望
所
が
あ
る
。
そ
こ

か
ら
下
り
の
細
道
を
ゆ
く
と
、
藤
の
花

で
知
ら
れ
る
太
江
寺
へ
出
ら
れ
る
。

●
４
月
６
日（
土
）二
見
浦
さ
く
ら
ま
つ
り

u
伊
勢
市
二
見
総
合
支
所
地
域
振
興
課

☎
０
５
９
６
・
４
２
・
１
１
１
１

句
碑
・
歌
碑
に
出
会
う
─
─

清
渚
の
松
原
コ
ー
ス

〈
賓
日
館
～
二
見
海
水
浴
場
〉

桜
・
新
緑
・
見
晴
ら
し
！

音
無
山
ハ
イ
キ
ン
グ

明治20年に建設された

賓客の宿泊・休憩所で、

現在は資料館。シャンデ

リアのある大広間など、

往時をしのぶ内装は見ご

たえがある。幼少のころ

大正天皇もここに３週間

滞在され、お付の教官に

水泳の特訓を受けられた

とか。浜参宮の写真や

130体の雛人形からなる

お白石持行事を特別展示

中。

賓日館
ひんじつかん

●人形を特別展示中
入館料300円
☎0596-43-2003
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酒さ
か

素も
と

饅ま
ん

頭
じ
ゅ
う

赤
　
福

く
う
や
観
助
餅

塩
よ
う
か
ん

ふたみのうら

伊勢・安土
桃山文化村

42

二見JCT

荘

江

伊勢二
見鳥羽

ライン

は御塩道

夫婦岩

太江寺

正覚寺

大楠

観光案内所
二見小
〒

二見浦海水浴場 二見興玉神社

二見シー
パラダイス

伊勢湾

賓日館

三津

明星寺

旭家

赤福二見支店

文

文
二見中

13 2
456

7

稲生神社

五十鈴川
派川

JR参宮
線

五十鈴
勢語庵

岩戸の塩
工房

鈴木
翠松軒

堅田神社

伊勢市二見総合支所

江神社

栄野神社

鳥
羽
へ

鳥羽へ伊勢へ

伊
勢
へ

御塩殿神社

0 500m 1km

▲音無山

1個80円　5個入り400円
営業時間8時〜売切れ次第閉店　不定休
☎0596・43・2226

くうや観助餅6個入660円
麩まんじゅう6個入760円
営業時間9時〜18時　無休
☎0596・43・2067

業
三
百
余
年
の
老
舗
だ
。
赤
福
餅
は
相

変
わ
ら
ず
好
評
だ
が
、
季
節
に
よ
っ
て

人
気
集
中
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
る
。
赤
福

氷
！　

実
は
こ
の
二
見
支
店
で
生
ま
れ

た
も
の
だ
と
か
。

赤
福
餅
一
盆（
３
個
）２
８
０
円

赤
福
ぜ
ん
ざ
い（
４
月
中
旬
ま
で
）

赤
福
氷（
４
月
下
旬
～
９
月
末
頃
）各
５
０
０
円

営
業
時
間
９
時
～
17
時　

無
休

☎
０
５
９
６
・
２
２
・
７
０
０
０

　

つ
ぶ
つ
ぶ
と
半
つ
き
餅
の
食
感
を
楽

し
む
く
う
や
餅
。
初
代
は
津
の
藤
堂
藩

士
か
ら
奮
起
し
て
菓
子
職
の
道
へ
。
二

代
目
・
観
助
さ
ん
の
名
を
つ
け
た
の
が

二
見
名
物
く
う
や
観
助
餅
。
白
・
赤
・

緑
と
あ
っ
て
、
緑
は
ヨ
モ
ギ
餅
。
地
元

で
祝
餅
、
法
事
餅
と
し
て
の
人
気
も
高

い
。
四
代
目
鈴
木
一
規
さ
ん
創
る
麩
ま

ん
じ
ゅ
う
、
鳴
門
金
時
芋
あ
ん
入
り
、

そ
れ
に
伊
勢
う
ど
ん
タ
レ
入
り
団
子
は

隠
れ
た
人
気
も
の
。

　

神
様
の
御
塩
づ
く
り
で
知
ら
れ
る
二

見
。〝
岩
戸
の
塩
〟も
清
渚
の
浜
で
潮
を

汲
み
揚
げ
、
十
二
時
間
か
け
て
煮
詰
め

た
天
然
塩
だ（
岩
戸
の
塩
工
房
製
）。
そ

の
塩
を
丹
念
に
練
り
合
わ
せ
た
五
十
鈴

勢せ
い

語ご

庵あ
ん

の
塩
よ
う
か
ん
は
、
味
の
深
み

が
他
と
は
ち
が
う
。
店
を
守
る
木
下
幸

子
さ
ん
が
点
て
る
お
抹
茶
と
塩
よ
う
か

ん
、
な
に
や
ら
元
気
が
出
て
く
る
。
コ

ー
ヒ
ー
や
日
本
酒
に
も
不
思
議
に
相
性

が
よ
い
。

お
抹
茶
セ
ッ
ト
４
０
０
円

岩
戸
の
塩
よ
う
か
ん
一
本
６
３
０
円

岩
戸
の
塩
小
袋（
１
２
５
㌘
）８
２
０
円

営
業
時
間
８
時
30
分
～
20
時　

不
定
休

☎
０
５
９
６
・
４
２
・
１
２
１
２

☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
１
２
２（
岩
戸
の
塩
工
房
）

　

モ
チ
モ
チ
感
の
あ
る
皮
を
割
る
と
、

素
朴
な
粒
あ
ん
。
口
に
含
む
と
ふ
わ
り

と
お
酒
の
良
い
香
り
。
大
正
二
年
創
業

の
二
見
名
物
だ
。「
毎
日
、
米
糀
か
ら

仕
込
む
本
酒
饅
頭
や
で
、
酒
母
取
扱
許

可
を
と
っ
て
作
っ
て
ま
す
ん
や
」。
手

軽
な
酒
粕
使
用
が
増
え
る
中
、
こ
の
本

仕
込
だ
け
は
ゆ
ず
れ
な
い
、
と
御
あ
る

じ
。
店
の
縁
台
で
食
べ
て
い
る
と
、「
お

茶
、
ど
う
ぞ
」
と
奥
さ
ん
の
笑
顔
が
の

ぞ
く
。

ちょっと一服！
二見の

名物
 あれ　  これ
二見のレトロな町並みに
似合うのは、和菓子系の甘
いもの。まんじゅう一つを
買っても「ここでよかった 
ら、食べていきないな」と
お茶を出してくれるのが
二見風のもてなし。町を歩
くと心もほんわか温まる。

本
仕
込
み
で
つ
く
る

　
　
旭
家

元
祖〝
赤
福
氷
〟の
茶
屋

　
　赤
福
二
見
支
店

清
渚
の〝
岩
戸
の
塩
〟で
作
る

　
　五
十
鈴
勢
語
庵

お
祝
い
に
も
人
気
高
い

　
　鈴
木
翠
松
軒

　

海
岸
に
近
い
二
見
の
名
物
は
、
昔
な

ら
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
。
今
は
、
各
旅

館
や
食
堂
が
か
つ
て
定
番
だ
っ
た
貝
め

し（
丼
、
定
食
、
弁
当
）を
昼
食
メ
ニ
ュ

ー
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

貝
は
季
節
も
の
で
も
あ
り
、
あ
ら
か
じ

め
予
約
の
必
要
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

◆
貝
め
し
弁
当
を
売
る
処

　
４
０
０
～
１
２
０
０
円

★
丼
・
定
食
・
セ
ッ
ト
も
の
を
味
わ
え
る
処

　
１
０
０
０
～
１
５
０
０
円

◆
浜
千
代
館（
要
予
約
☎
４
３
・
２
０
５
０
）

◆
麻
野
館（
要
予
約
☎
４
３
・
２
０
１
４
）

◆
★
松
阪
屋
吸
霞
園（
要
予
約
☎
４
３
・２
０
０
７
）

◆
★
多
市
屋（
予
約
不
要
☎
４
３
・
２
２
１
３
）

◆
★
松
嶋
館（
要
予
約
☎
４
３
・
２
０
０
９
）

◆
朝
日
館（
要
予
約
☎
４
３
・
２
０
０
１
）

◆
★
潮
香
苑（
要
予
約
☎
４
３
・
２
３
０
３
）

◆
★
松
風
軒（
要
予
約
☎
４
３
・
２
１
３
４
）

◆
扇
屋（
要
予
約
☎
４
３
・
３
８
９
０
）

★
民
宿
ヤ
マ
ト（
要
予
約
☎
４
３
・
２
２
１
５
）

（
市
外
局
番
は
い
ず
れ
も
０
５
９
６
）

　二見浦の夫婦岩は、二見興玉神社

のはるか沖にある興玉神石、また、

日の大神を拝する鳥居とされる。男岩

と女岩を結ぶ５連の大注連縄は年に

３回張替えられるが、春は５月５日。

注連縄は１本35㍍、40㌔。これを張

り替えるのは地元氏子たち。勇壮な木

遣りが海辺に流れる。

　夏至の朝、太陽は夫婦岩の真ん中

より昇る。その厳粛な瞬間に合わせて

禊をする祭。午前3時30分より夏至祭

の祭典があり、日の出時刻（４時40分

ごろ）より禊行事を行う。晴天に恵ま

れれば、遥かな富士山から昇る神々

しい朝日が拝める。

参加申し込み　初穂料3000円

☎0596-43-2020（二見興玉神社）

春から夏にかけて、二見浦の清渚で
は、恒例の勇壮な祭りが行われる。

二見興玉神社　５月５日午前10時より

二見興玉神社　６月21日午前３時30分より

大注連縄張神事

夏至祭

二見の祭り
　

ご
存
知
、「
赤
福
」
の
茶
屋
が
二
見

に
も
あ
る
。
庭
つ
き
の
明
る
い
店
で
、

店
員
さ
ん
の
接
客
ぶ
り
は
さ
す
が
に
創

昔
な
つ
か
し

二
見
の
貝
め
し

各宿や店が味を競う貝めし（写真は多市屋）

主
な
文
学
碑

①
大
初
日 

二
見
の
巌
を
抱
擁
す（
阿
波
野
青
畝
）

②
初
富
士
の 

鳥
居
と
も
な
る
夫
婦
岩（
山
口
誓
子
）

③
か
は
ら
じ
な 

波
は
こ
ゆ
と
も
二
見
潟

　

妹
背
の
岩
の
か
た
き
契
り
は（
本
居
宣
長
）

④
う
た
が
ふ
な
潮
の
花
も 

浦
の
春（
松
尾
芭
蕉
）

⑤
藻
刈
舟 

礁
の
波
の
上
を
棹
す（
橋
本
鶏
二
）

⑥
浪
越
す
と
二
見
の
松
の
見
え
つ
る
は

　

梢
に
か
か
る
霞
な
り
け
り（
西
行
法
師
）

⑦
二
見
潟
神
さ
び
た
て
る 

御
塩
殿

　

幾
千
代
み
ち
ぬ
松
か
げ
に
し
て（
鴨�

長
明
）
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こ
の
和
歌
は
、
平
成
二
十
五
年
一

月
十
六
日
に
皇
居
正
殿
松
の
間
で
執

り
行
わ
れ
た
歌
会
始
で
、
歌
人
の
岡

野
弘
彦
が
天
皇
の
お
召
し
に
よ
り
歌

を
詠
進
し
た
も
の
で
す
。

　

岡
野
は
か
つ
て
宮
中
歌
会
始
の
選

者
を
三
十
年
間
に
わ
た
り
務
め
た

国
文
学
者
と
し
て
、
式
年
遷
宮
が
斎

行
さ
れ
る
年
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、

遷
宮
の
す
べ
て
を
心
の
御み

柱は
し
ら

に
象
徴

さ
せ
、
今
上
陛
下
の
御
代
の
御
栄
と

式
年
遷
宮
斎
行
の
両
方
を
言こ

と

祝ほ

ぎ
奉

っ
た
の
で
す
。
式
年
遷
宮
は
、
国
家

の
永
遠
の
発
展
を
天
皇
が
お
祈
り
に

な
る
日
本
で
最
大
最
要
の
祭
典
で
、

そ
れ
を
「
み
代
の
さ
か
え
」
と
ひ
と

こ
と
で
表
し
た
と
こ
ろ
が
調
べ
も
美

し
く
、
実
に
宮
廷
行
事
と
し
て
の
歌

会
始
に
相
応
し
い
一
首
で
あ
る
と
い

え
ま
す
。

式
年
遷
宮
斎
行
の
年

　

お
よ
そ
三
十
の
式
年
遷
宮
の
諸
祭
と

行
事
の
後
半
は
、
い
よ
い
よ
遷せ

ん

御ぎ
ょ

を
中

心
と
す
る
神
遷う

つ
し
に
関
わ
る
諸
祭
に
移

行
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
ご
造
営
作
業
を

担
っ
た
小こ

工だ
く
み

は
、
木こ

造づ
く
り

始は
じ
め

祭さ
い

か
ら
立
柱

祭
や
上
棟
祭
な
ど
の
重
儀
に
奉
仕
し
ま

し
た
が
、
正
殿
が
完
成
し
た
後
の
杵こ

築つ
き

祭さ
い

後
は
、
祭
儀
は
神
宮
司
庁
の
神
職
が

中
心
と
な
り
執
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

小
工
と
神
職
の
交
替
は
、
あ
る
意
味

で
式
年
遷
宮
の
本
質
を
象
徴
し
て
い
る

の
で
す
。
実
は
、
小
工
は
神
宮
司
庁
で

は
な
く
、
神
宮
式
年
造
営
庁
に
所
属
し

て
い
ま
す
。
こ
の
造
営
庁
と
は
、
戦
後

間
も
な
く
廃
止
さ
れ
た
「
造
神
宮
使
庁
」

と
い
う
役
所
の
業
務
を
実
質
的
に
代
行

す
る
機
関
で
、
昭
和
四
十
八
年
度
遷

宮
か
ら
式
年
遷
宮
の
執
行
機
関
と
し
て

遷
宮
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
か

つ
て
神
宮
の
ご
造
営
は
朝
廷
か
ら
派
遣

さ
れ
た
造
宮
使
の
任
務
で
、
神
宮
側
は

ご
造
営
に
は
直
接
関
与
し
な
い
の
が
原

則
で
し
た
。
戦
前
ま
で
は
造
神
宮
使
庁

が
ご
造
営
を
担
い
、
そ
の
経
費
は
国
費

よ
り
支
出
さ
れ
ま
し
た
。
式
年
遷
宮
は

神
宮
が
執
り
行
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、

国
家
に
よ
る
公
儀
斎
行
が
本
義
で
あ
る

の
で
す
。
戦
後
は
種
々
の
事
情
に
よ
り
、

昭
和
二
十
八
年
度
遷
宮
の
時
は
臨
時
造

宮
局
、
以
降
三
度
の
遷
宮
は
神
宮
式
年

造
営
庁
を
設
置
し
、
本
来
国
家
が
行
う

べ
き
業
務
を
神
宮
が
代
行
し
て
斎
行
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
式
年
遷
宮
は
公
儀

が
行
う
も
の
で
あ
る
と
い
う
原
則
は
、

組
織
上
は
固
く
守
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

原
点
回
帰
の
祭
典

　

神
宮
の
式
年
遷
宮
が
繰
り
返
し
行
わ

れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
実
に
大
切
な

事
が
た
く
さ
ん
伝
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
。

第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
「
神
を
ま
つ

る
と
い
う
固
有
の
文
化
」
で
す
。
神
を

お
ま
つ
り
す
る
時
に
最
も
重
ん
じ
ら
れ

る
の
が
伝
統
で
す
。
そ
れ
は
多
く
の
神

祭
り
が
、
神
の
鎮
座
を
再
現
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
最

も
古
い
信
仰
形
態
は
、
神
は
常
在
せ

ず
、
定
め
ら
れ
た
日
に
来
臨
し
、
定
め

ら
れ
た
期
間
滞
在
し
、
定
め
ら
れ
た
日

に
去
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
や
が
て

社
殿
が
建
て
ら
れ
る
と
、
神
は
そ
こ
に

常
在
す
る
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
一
年
に
一
度
行
わ
れ

る
大
祭
は
、
神
の
鎮
座
の
再
現
を
繰
り

返
す
例
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、

日
本
文
化
が
原
点
回
帰
を
い
か
に
重
ん

じ
、
日
本
人
が
原
初
に
立
ち
返
る
こ
と

を
共
通
理
念
と
し
て
い
か
に
大
事
に
し

て
来
た
の
か
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

神
宮
の
式
年
遷
宮
は
、
公
儀
が
行
う

原
点
回
帰
の
祭
典
と
し
て
、
万
事
に
先

駆
け
て
重
ん
じ
ら
れ
て
来
た
か
ら
こ
そ
、

千
三
百
年
の
時
を
経
て
、
な
お
人
々
の

心
を
動
か
し
て
い
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
式
年
遷
宮
こ
そ
は
、
民
族
挙
げ
て

守
る
べ
き
国
家
的
大
事
業
な
の
で
す
。

継
続
す
る
こ
と
の
意
義

　

伝
統
は
座
し
て
そ
の
結
果
を
待
つ
も

の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
時
に
は

日
本
人
が
意
を
決
し
て
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
、
守
り
抜
け
な
い
事
も
あ
り
ま

す
。
式
年
の
造
替
を
永
遠
に
繰
り
返
す

た
め
に
は
、
国
土
が
健
全
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
一

度
の
遷
宮
で
用
い
ら
れ
る
檜ひ

の
き

材
は
約
一

万
本
で
す
。
そ
れ
を
供
給
し
続
け
る
こ

と
が
遷
宮
の
条
件
な
の
で
す
。
神
宮
は
、

大
正
十
二
年
に
策
定
さ
れ
た
二
百
年
ス

パ
ン
の
森
林
計
画
を
現
在
も
実
行
中
で

す
。
こ
の
計
画
は
二
百
年
に
わ
た
り
植

林
と
伐
採
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
式
年

遷
宮
に
必
要
な
檜
材
を
半
永
久
的
に
供

給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
二
百
年
と
い
う
期
間
が
必
用
と
な

り
ま
す
が
、
永
遠
を
追
求
す
る
た
め
に

は
、
そ
れ
だ
け
の
力
を
尽
く
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

一
度
の
遷
宮
で
調
え
ら
れ
る
御
装
束

神
宝
は
七
一
四
種
類
、
合
計
一
五
七
六

点
あ
り
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
古
式
通
り

に
調
え
る
の
も
難
し
い
時
代
と
な
っ
て

い
ま
す
。
材
料
の
調
達
、
技
術
後
継
者

問
題
な
ど
、
状
況
は
年
々
苦
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
千
年
以
上
培
っ
た
伝
統

を
守
り
、
式
年
遷
宮
ご
と
に
御
装
束
神

宝
を
古
式
の
ま
ま
に
調
え
ら
れ
て
こ
そ
、

日
本
の
伝
統
工
芸
は
健
全
で
あ
る
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

こ
と
は
、「
せ
ん
ぐ
う
館
」
が
展
示
を

通
し
て
多
く
の
方
に
訴
え
て
い
ま
す
。

し
ず
か
に
誇
る
べ
し

　

千
三
百
年
の
伝
統
が
持
つ
価
値
は
金

品
で
は
購
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で

す
。
何
人
も
力
や
財
力
で
他
者
の
伝
統

を
手
に
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
ま
せ

ん
。
世
界
の
歴
史
の
中
に
は
、
戦
争
や

革
命
、
飢
餓
や
災
害
で
国
が
消
滅
し
た

例
は
枚
挙
に
遑い

と
ま

が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

中
で
日
本
は
一
国
の
歴
史
を
貫
く
数
少

な
い
国
の
ひ
と
つ
で
、
始
ま
り
か
ら
皇

室
を
頂
き
、
そ
し
て
現
在
も
式
年
遷
宮

な
ど
の
伝
統
を
多
数
保
持
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
「
幸
せ
」
と
感
じ
、「
あ

り
が
た
い
」
と
感
じ
る
に
は
、
す
べ
て

を
失
っ
た
幸
せ
の
対
極
に
あ
る
状
況
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
先
の
戦
争
の
敗
戦
か
ら
長
い

時
が
経
ち
、
日
本
人
は
幸
せ
の
対
極
を

忘
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
私

た
ち
は
、
今
日
の
生
活
が
微
妙
な
偶
然

の
上
に
成
立
し
て
い
る
「
あ
り
が
た
い
」

状
態
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
人
に
と
っ

て
の
本
当
の
「
幸
せ
」
だ
と
い
う
こ
と

を
再
認
識
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
き
っ
か
け
を
式
年
遷
宮
は
問
い
か
け

続
け
て
い
ま
す
。
原
点
回
帰
、
帰
る
べ

き
原
点
を
失
っ
て
い
な
い
日
本
人
は
本

当
に
幸
せ
な
民
族
で
す
。

　

日
本
に
生
ま
れ
、
過
去
の
日
本
を
背

負
い
な
が
ら
、
明
日
の
日
本
を
担
っ
て

い
る
と
い
う
現
在
を
、
も
っ
と
日
本
人

は
し
ず
か
に
誇
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

（
終
）

文
／
神
宮
司
庁　

石
垣
仁
久（
い
し
が
き
よ
し
ひ
さ
）

神
宮
権
禰
宜
･
神
宮
司
庁
文
化
部
主
幹
。

昭
和
37
年
、
宮
城
県
仙
台
市
生
ま
れ
。
國
學
院
大

學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
前
期
修
了
。

遷
宮
入
門

繰
り
返
す
こ
と
の

大
切
さ

今
秋
、
い
よ
い
よ
遷せ

ん

御ぎ
ょ

の
儀
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

千
三
百
年
と
い
う
悠
久
の
時
を
へ
て

式
年
遷
宮
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
背
後
に
は
、

こ
の
国
の
多
く
の
人
び
と
の

「
原
点
回
帰
」と
い
う
共
通
理
念
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
七（
最
終
回
）

古殿地（内宮）に建つ心の御柱の覆屋。

木槌で各柱を打ち固める（内宮立柱祭）。

内宮の奥に拡がる５４４６ヘクタールの宮域林。

御
代
の
さ
か
え

伊
勢
の
宮
み
代
の
さ
か
え
と
立
た
す
な
り

岩い
は

根ね

に
と
ど
く
心し

ん

の
み
柱

　神宮の森を育てる取り組みは大正12年（1923）
から始まり、90年を経過し、今もなお継続され
ている。内宮の奥に拡がる宮域林は5,446ヘクタ
ール、その半分が天然林で、残る半分が檜を育
てる人工林である。神宮の森では200年後に胸高
直径100センチメートルに育てることを目標に、
太陽エネルギーを最大限に活用する「受光伐」と
いう間伐法が採用されている。間伐材の一部は
今次遷宮から諸宮社の御垣などに用いられてい
る。

ラ ムコ
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遷
御
の
日
ま
で
、あ
と
六
カ
月
。

新
宮
の
殿
内
を
飾
る
御
装
束
神
宝
は
、
各
地
の
匠
の

手
も
と
か
ら
神
宮
へ
次
々
と
集
ま
り
始
め
て
い
る
。

神
さ
ま
の
御
料
の
仕
上
が
り
は
、
い
か
に
─
─
。

神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
と
し
て
二
十
年
前
に
つ
づ
き

今
回
も
そ
の
調
製
に
か
か
わ
っ
た
采
野
武
朗
さ
ん
に

話
を
う
か
が
う
。

─
─
遷
宮
ご
と
に
た
く
さ
ん
の
御
料
が

新
調
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
を
ふ
り
か
え

っ
て
最
も
印
象
に
残
る
こ
と
は
。

采
野　

御
装
束
神
宝
に
は
多
数
の
織
物

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
染
め
を

す
べ
て
本
来
の
植
物
染
料
に
も
ど
せ
た

こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
製
作
者
に
た
い

へ
ん
な
ご
苦
労
を
お
願
い
し
、
わ
た
し

ど
も
が
力
を
注
い
だ
仕
事
で
し
た
。

─
─
植
物
染
料
と
は
、
た
と
え
ば
紅べ

に

花ば
な

、

茜あ
か
ね

、
藍あ

い

な
ど
で
す
ね
。

采
野　

そ
う
で
す
。
今
で
は
日
常
の
衣

類
は
す
べ
て
合
成
染
料
や
顔
料
が
用
い

織
物
は
植
物
染
料
を
用
い

古
来
の
あ
た
た
か
い
色
味
で

御
料
に
か
か
わ
る
心
構
え
を

先
輩
の
技
師
か
ら
受
け
継
い
で

　御装束神宝にある六十柄の御太刀のなかで、際立って
華やかなのがトキの羽をまとう須

す

賀
が

利
りの

御
おん

太
た

刀
ち

だ。その調製
材料として欠くことのできないトキの羽六枚が環境省から神
宮に譲られた。
　この太刀は、瑠

る

璃
り

・琥
こ

珀
はく

・瑪
め

瑙
のう

・水晶を全体にまとう
豪華絢爛な姿だが、最も特徴的なのが柄のところに淡紅
色のトキの羽を飾っていることだ。　
　今回譲り受けたのは、石川県下で飼育中のトキから自
然に抜けたもので、羽毛部分は長さ約二十㌢、幅約六㌢、
真新しい羽で色も光沢もよい。御装束神宝を古来の姿で
再現するには豊かな国土が産する天然素材が不可欠であ
り、この華麗な太刀はそのシンボルともいえよう。

「須賀利御太刀」の調製に
鴇
とき

の羽を譲り受け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古
来
、
植
物
を
主

と
し
た
天
然
染
料
で
染
め
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
染
色
法
は
合
成
染
料
の
よ

う
な
安
定
性
が
な
く
、同
じ
工
程
、分
量
、

染
め
の
回
数
で
染
色
し
て
も
同
じ
色
に

な
る
と
は
限
ら
な
い
、
や
っ
か
い
な
も

の
で
す
。
し
か
し
、
合
成
染
料
で
は
到

底
出
せ
な
い
あ
た
た
か
み
と
透
明
感
の

あ
る
風
雅
な
色
味
が
出
せ
る
の
で
す
。

　

前
回
の
遷
宮
で
は
、
一
部
の
み
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
が
、
今
回
は
全
部
を
古

来
の
色
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

織
物
の
量
は
た
い
へ
ん
多
く
、
錦
は
九

百
四
十
一
尺
（
約
２
８
５
㍍
）、
唐か

ら

錦に
し
き

で
は
二
千
二
百
四
十
九
尺
（
約
６
８
２

㍍
）必
要
で
す
。
こ
れ
を
一
定
の
色
味

に
仕
上
げ
て
も
ら
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
よ
く
い
わ
れ
る
こ
と
で
す
が
、「
染

ま
る
色
」
と
「
染
め
る
色
」
は
違
う
。

た
ま
た
ま
染
ま
る
色
を
染
め
る
の
で
は

な
く
、
指
定
し
た
色
に
染
め
て
い
た
だ

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
で
き

る
職
方
は
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。

ま
ぼ
ろ
し
の
工
芸
品
に

挑
戦
す
る
匠
を
探
す

─
─
ど
の
御
料
を
担
当
し
た
方
も
、
日

本
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
匠
た
ち
と
聞
き

ま
す
。

采
野　

ふ
さ
わ
し
い
方
を
探
し
当
て
る

苦
労
と
い
う
意
味
で
は
、
葛く

ず

編あ
み

の
御
料

で
し
た
ね
。
葛
編
の
筥は

こ

は
、
正
倉
院
の

宝
物
に
も
八
点
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
今
で
は
作
り
手
の
い
な
い
ま
ぼ
ろ

し
の
工
芸
品
な
の
で
す
。

　

幸
い
、
あ
る
美
術
館
の
学
芸
員
を
介

し
て
優
秀
な
竹
芸
家
の
方
に
め
ぐ
り
あ

い
、
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　

─
─
ほ
か
に
も
、
改
善
さ
れ
た
御
料
は

─
─
こ
れ
か
ら
遷
御
ま
で
は
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
な
さ
る
の
で
す
か
。

采
野　

綜
合
工
作
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、

集
ま
っ
て
き
た
御
料
を
奉
献
す
る
姿
に

ま
と
め
上
げ
て
い
く
仕
事
で
す
。
た
と

え
ば
、
蒲が

ま
の

御お
ん

靭ゆ
ぎ

で
す
が
、
矢
、
靭ゆ

ぎ

、
革

の
緒
が
そ
れ
ぞ
れ
に
出
来
上
が
っ
て
き

ま
す
か
ら
、
矢
の
数
を
そ
ろ
え
、
革
の

緒（
細
い
紐
）を
結
い
、
合
計
二
十
九
腰こ

し

（
セ
ッ
ト
）の
各
宮
社
ご
と
の
員
数
に
調

え
る
の
で
す
。

　

二
十
年
前
は
、
先
輩
の
寺
西
正
技
師

に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
し
た
が
、
今

回
は
わ
た
し
が
先
頭
に
た
っ
て
、
二
人

の
若
手
と
少
な
く
と
も
四
カ
月
か
け
て

そ
れ
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

─
─
専
門
的
な
お
仕
事
な
の
で
先
人
の

存
在
は
大
き
い
で
す
ね
。

采
野　

知
識
も
で
す
が
、
心
構
え
を
先

輩
か
ら
学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
御

料
は
美
術
工
芸
品
と
し
て
も
す
ば
ら
し

い
も
の
で
す
が
、
一
に
も
二
に
も
神
々

の
御
料
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

後
輩
た
ち
も
日
々
の
仕
事
の
中
で
そ
れ

を
心
に
刻
ん
で
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

（
平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
三
日　
文
・
乾 

淳
子
）

あ
り
ま
す
か
。　
　

采
野　

遷
宮
に
際
し
て
御
装
束
神
宝
を

納
め
る
辛か

ら

櫃ひ
つ

、
大お

お

櫃ひ
つ

が
あ
り
ま
す
が
、

前
回
は
素
木
の
ま
ま
で
し
た
。
今
回
は

八
十
年
ぶ
り
に
こ
れ
を
朱
と
黒
の
漆
塗

り
と
し
、
金
具
も
つ
け
て
、
昭
和
四
年

の
仕
様
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

遷
御
の
前
日
の
川か

わ
ら原

大お
お

祓は
ら
い

で
は
、
御
料

を
納
め
た
辛
櫃
の
類
が
整
然
と
並
び
ま

す
か
ら
、
た
い
へ
ん
壮
麗
な
様
子
と
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

御
装
束
神
宝
の
仕
様
の
根
拠
に
な
っ

て
い
る
の
は
、
平
安
時
代
の
『
延
喜
大

神
宮
式
』
で
す
が
、
神
宝
に
も
式
年
遷

宮
が
中
断
し
た
の
と
同
じ
く
空
白
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
き
ち
ん
と
考

証
し
て
今
の
仕
様
に
調
え
た
の
が
昭
和

四
年
の
こ
と
な
の
で
す
。

神
さ
ま
の
御
料
、着
々
と
完
成
へ
│
│

采
野
武
朗
さ
ん
が
今
回
の
御お

ん

装し
ょ
う

束ぞ
く

神し
ん

宝ぽ
う

の
調
製
を
ふ
り
か
え
る
。

（
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
）

蒲
がまの

御
おん

靭
ゆぎ

御装束神宝とは、遷宮のために新しく建
てられる神殿の内部を飾り、供える品々
のこと。その数は714種1576点。当代一
流の匠によって、伝統工芸の様々な技法
を結集して調製される。
写真の〈がまのおんゆぎ〉は檜造りの本体
に蒲の葉を白生絹の撚糸で編んで包んで
ある。60本の矢を盛る。

神
宝
装
束

遷宮への道
御装束神宝の調製（五）

8

左より神宝装束課の宮本史典さん（３８）、
采野さん、村上壮さん（２9）。

采
野
武
朗（
う
ね
の
・
た
け
お
）　

昭
和
21（
１
９
４
６
）年
、
京
都
市
生
ま
れ
。

多
摩
美
術
大
学
卒
業
後
、
二
代
目
龍
村

平
蔵
氏
に
師
事
す
る
。
同
６0
年
神
宮
司

庁
に
技
師
と
し
て
奉
職
。
以
来
、
御
装

束
神
宝
を
担
当
、
２
回
目
の
遷
宮
を
迎

え
る
今
回
は
神
宮
式
年
造
営
庁
技
師
と

し
て
調
製
の
重
責
を
担
う
と
と
も
に
若
手

の
指
導
に
も
当
た
る
。

御彫馬を調製する橋本堅太郎さん（木彫家）。
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遷
御
の
日
時
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
こ
の
発
表
は

待
ち
に
待
っ
た
知
ら
せ
で
あ
り
、
二
回
目

と
な
る
遷
御
の
取
材
の
ス
タ
ー
ト
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
行
わ
れ
る
お
白
石
持

行
事
、
遷
御
に
合
わ
せ
、
小
紙
も
次
号
か

ら
タ
イ
ム
リ
ー
に
数
回
発
行
の
予
定
で

す
。
ど
こ
よ
り
も
詳
し
く
ホ
ッ
ト
な
遷
宮

ニ
ュ
ー
ス
を
お
届
け
し
て
ま
い
り
ま
す
。

伊
勢
文
化
舎
代
表
　
中
村
　
賢
一

伊

勢

か

ら

の

便

り

下
旬
～
４
月
上
旬

五
十
鈴
川
桜
ま
つ
り

約
２
０
０
本
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
春
の
五
十
鈴

川
を
彩
る
。
満
開
の
頃
に
は
夕
刻
か
ら
ぼ
ん
ぼ

り
が
灯
さ
れ
、
屋
台
が
軒
を
並
べ
る
。

w

10
時
～
17
時（
満
開
の
と
き
の
み
～
21
時
）

q
五
十
鈴
川
河
畔
　

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

下
旬
～
４
月
上
旬
い
ず
れ
か
の
日
曜
日

桜
咲
く
、天
の
岩
戸
で
茶
屋
開
き

か
つ
て
「
家や

建た
て

の
茶
屋
」
が
あ
っ
た
天
の
岩
戸

入
口
で
、
オ
オ
シ
マ
ザ
ク
ラ
の
清
楚
な
花
を
岩

戸
の
名
水
で
淹
れ
た
抹
茶
や
つ
き
た
て
の
餅
と

と
も
に
楽
し
む
。

w

11
時
～
15
時
　

q
志
摩
市
磯
部
町
、
天
の
岩
戸
入
り
口
　
家
建
の
茶
屋
跡

u
恵
利
原
区
事
務
所
　
☎
０
５
９
９
・
５
５
・
１
８
５
７

下
旬
～
４
月
上
旬

横
輪
桜
ま
つ
り

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
開
花
が
１
週
間
ほ
ど
遅
れ
、

花
が
３
倍
ほ
ど
大
き
い
横
輪
桜
を
楽
し
め
る
。

４
月
上
旬
の
週
末
に
は
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ
る
。

w

９
時
～
17
時

q
伊
勢
市
、
横
輪
桜
の
里
　
郷
の
恵
・
風
輪

u
郷
の
恵
・
風
輪
　
☎
０
５
９
６
・
３
９
・
１
７
４
１

31
日
㊐
神
宮
奉
納
大
相
撲

色
鮮
や
か
な
化
粧
回
し
を
付
け
た
横
綱
が
宇
治

橋
を
渡
り
、
内
宮
神
苑
で
「
手て

数ず

入い

り
」（
土
俵

入
り
）を
奉
納
。
午
後
1
時
か
ら
神
宮
相
撲
場

で
幕
内
力
士
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
が
あ
る
。

w

７
時
～

q
神
宮
相
撲
場（
神
宮
会
館
内
）他

u
伊
勢
神
宮
崇
敬
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
７
１
６
２

1
日
㊊
～
10
日
㊌
春
ま
つ
り

「
さ
く
ら
名
所
１
０
０
選
」
に
も
定
め
ら
れ
た

宮
川
堤
で
開
催
。
１
㌔
に
わ
た
る
千
本
の
桜
並

木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
屋
台
も
並
び
、
多

く
の
人
で
賑
わ
う
。

w

18
時
～
22
時

q
伊
勢
市
、
宮
川
堤
公
園
　

u
伊
勢
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

6
日
㊏
・
7
日
㊐
鳥
羽
春
祭
り

鳥
羽
の
氏
神
で
あ
る
大
山
祇
神
社
と
賀
多
神
社

の
祭
日
に
、
こ
ど
も
狂
言
や
餅
つ
き
大
会
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

w

６
日
／
賀
多
神
社
奉
納
13
時
30
分
～
、
大
山
祇
神
社
宵

宮
祭
17
時
～
、
７
日
／
大
山
祇
神
社
宮
練
り
９
時
～

q
鳥
羽
市
、
大
山
祇
神
社
と
賀
多
神
社

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

7
日
㊐
玉
城
町
桜
ま
つ
り

田
丸
城
趾
を
散
策
し
な
が
ら
、
約
５
０
０
本
の

桜
や
の
ど
か
な
田
園
風
景
を
眺
め
ら
れ
る
。
３

月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
は
夜
10
時
ま

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
も
楽
し
め
る
。

w

９
時
15
分
～
14
時
　
q
玉
城
町
、
お
城
広
場

u
玉
城
町
産
業
振
興
課
　

☎
０
５
９
６
・
５
８
・
８
２
０
４

7
日
㊐
鍬く

わ

形が
た

祭
り

五
穀
豊
穣
を
祈
る
神
事
。
境
内
を
田
ん
ぼ
に
見

立
て
、
氏
子
総
代
が
昔
の
稲
作
作
業
を
再
現
。

田
植
歌
な
ど
も
あ
り
楽
し
く
催
さ
れ
る
。

w

11
時
～
　
q
鳥
羽
市
、
九
鬼
岩
倉
神
社

u
鳥
羽
市
観
光
課

☎
０
５
９
９
・
２
５
・
１
１
５
７

7
日
㊐

第
二
回
桜
と
夢
咲
く
し
ろ
や
ま
嘉
隆
ま
つ
り

鳥
羽
城
跡
の
城
山
公
園
に
て
桜
の
花
見
に
加
え

て
町
の
芸
能
や
食
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
甲
冑
武
者
も
練
り
歩
く
。

w

11
時
～
　
q
鳥
羽
市
城
山
公
園

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

上
旬
～
６
月
上
旬

鳥
羽
の
お
い
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ

７
日
、
22
日
、
５
月
12
日
、
25
日
、
６
月
１
日

の
５
回
に
わ
た
り
、
答
志
や
菅
島
、
青
峯
山
な

ど
市
内
各
地
で
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
む
。

昼
に
は
さ
さ
や
か
な
ふ
る
ま
い
も
あ
る
。

w
各
回
に
よ
っ
て
異
な
る
。

q
鳥
羽
市
各
地
区

u
鳥
羽
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
５
・
３
０
１
９

20
日
㊏
・
21
日
㊐
外
宮
奉
納
市

１
年
以
内
に
外
宮
奉
納
を
し
た
全
国
の
事
業
者

に
よ
る
「
食
」
の
市
。
奉
納
さ
れ
た
も
の
と
同

等
の
品
を
は
じ
め
自
慢
の
逸
品
が
並
ぶ
。

w

10
時
～
16
時
　
q
外
宮
北
御
門
広
場

u
伊
勢
商
工
会
議
所
　
☎
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
３

27
日
㊏
～
5
月
5
日
㊗

お
か
げ
横
丁　
端
午
の
節
句

本
格
的
な
鎧
兜
に
身
を
包
ん
で
の
記
念
撮
影
や
、

レ
ト
ロ
な
計
器
で
の
身
体
測
定
、
鯉
の
ぼ
り
づ

く
り
な
ど
、
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
る
。

w

10
時
～
17
時（
催
し
に
よ
っ
て
異
な
る
）

q
お
か
げ
横
丁
一
帯

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８ 

28
日
㊐
～
30
日
㊋
春
の
神
楽
祭

内
宮
神
苑
の
特
設
舞
台（
雨
天
時
は
参
集
殿
）で

神
宮
舞
楽
が
公
開
さ
れ
る
。

w

11
時
～
、
14
時
～
（
雨
天
の
場
合
11
時
の
１
回
の
み
）　

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

初
旬

神し
ん

田で
ん

御お

田た

植う
え

初は
じ
め

神
様
に
供
え
る
お
米
の
苗
を
植
え
始
め
る
儀
式
。

田
楽
に
合
わ
せ
て
田
植
え
を
し
た
後
、
豊
穣
祈

願
の
大
団
扇
相
撲
や
田
舞
が
行
わ
れ
る
。

w

９
時
～

q
伊
勢
市
楠
部
町
、
神
宮
神
田

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

4
日
㊗
御お

田み

祭た

神
田
で
豊
作
を
祈
る
祭
。
桃
山
時
代
の
装
束
を

身
に
ま
と
う
植
え
方
に
よ
る
田
植
え
や
豊
凶
を

占
う
団
扇
相
撲
、
豊
年
踊
り
が
行
わ
れ
る
。

w

13
時
～
　
q
伊
勢
市
、
猿
田
彦
神
社
神
田

u
猿
田
彦
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
２
２
・
２
５
５
４ 

5
日
㊗

夫
婦
岩
大
注し

連め

縄な
わ

張
神
事

威
勢
の
よ
い
木
遣
り
唄
が
流
れ
る
中
、
お
祓
い

を
受
け
た
５
本
の
大
注
連
縄
が
氏
子
ら
の
手
に

よ
っ
て
夫
婦
岩
に
張
り
渡
さ
れ
る
。

w

10
時
～

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

5
日
㊗
倭
姫
宮
春
の
例
大
祭

舞
楽
や
巫
女
の
舞
な
ど
が
奉
納
さ
れ
、
お
神
酒

な
ど
の
ふ
る
ま
い
も
あ
る
。

w

10
時
～
　
q
伊
勢
市
、
倭
姫
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

7
日
㊋
石
神
さ
ん
春
祭
り

「
女
性
の
願
い
を
一
つ
だ
け
か
な
え
る
」
石
神

さ
ん
に
海
女
が
大
漁
や
海
上
安
全
な
ど
を
願
い
、

男
た
ち
が
料
理
を
作
っ
て
女
性
を
も
て
な
す
。

w

10
時
30
分
～

q
鳥
羽
市
相
差
町
、
神
明
神
社
境
内

u
相
差
町
内
会
　
☎
０
５
９
９
・
２
１
・
６
６
６
０

8
日
㊌
志
摩
国
分
寺
の
花
ま
つ
り

お
釈
迦
様
誕
生
を
祝
う
祭
り
。
季
節
の
花
で
飾

ら
れ
た
花
御
堂
の
釈
迦
像
に
甘
茶
を
か
け
願
い

事
を
す
る
。

w

９
時
～
16
時
頃
　

q
志
摩
市
阿
児
町
、
志
摩
国
分
寺

u
志
摩
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
９
・
４
６
・
０
５
７
０

11
日
㊏
～
19
日
㊐

お
か
げ
横
丁　
風
の
市

伊
勢
に
吹
く
さ
わ
や
か
な
５
月
の
風
を
五
感
で

楽
し
む
市
。

w

10
時
～
17
時（
催
し
に
よ
っ
て
異
な
る
）

q
お
か
げ
横
丁
一
帯
　

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

上
旬
～
７
月
下
旬

夫
婦
岩
か
ら
の
日
の
出

こ
の
時
期
は
夫
婦
岩
の
間
か
ら
朝
日
が
昇
る
。

特
に
夏
至
前
後
は
、
気
象
条
件
が
良
け
れ
ば
富

士
山
と
日
の
出
が
重
な
る
光
景
も
眺
望
で
き
る
。

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

14
日
㊋
風か

ざ

日ひ
の

祈み

祭さ
い

風
雨
が
順
調
で
、
五
穀
が
豊
か
に
稔
る
よ
う
、

１
２
５
社
の
神
々
に
御
蓑
・
御
笠
・
御
幣
帛
を

供
え
て
祈
る
。

w

外
宮
５
時
～
、
内
宮
９
時
～

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
・
内
宮
・
風
日
祈
宮
ほ
か

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊋
神か

ん

御み

衣そ

祭さ
い

皇
大
神
宮
正
宮
と
荒
祭
宮
に
、
和に
ぎ

妙た
え（
絹
）と
荒あ
ら

妙た
え（
麻
）の
夏
の
御
料
を
奉
る
。

w

12
時
～

q
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮
・
荒
祭
宮

u
神
宮
司
庁
　
☎
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

14
日
㊋
～
16
日
㊍

お
か
げ
杯
囲
碁
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦

30
歳
以
下
の
精
鋭
プ
ロ
棋
士
が
優
勝
を
め
ざ
し
、

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
。
五
十
鈴
川
河
畔
で

は
棋
士
に
よ
る
指
導
碁
も
受
け
ら
れ
る
。

w

９
時
～
15
時
　

q
お
か
げ
横
丁
一
帯
、
五
十
鈴
川
河
川
敷
左
岸

u
お
か
げ
横
丁
総
合
案
内
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

18
日
㊏
・
19
日
㊐
春
の
伊
勢
楽
市

伊
勢
地
方
の
地
場
産
品
が
並
ぶ
名
物
市
。
例
年

た
く
さ
ん
の
来
場
者
で
賑
わ
う
。

w

10
時
～
16
時

q
伊
勢
市
、
外
宮
バ
ス
停
前
周
辺

u
伊
勢
市
観
光
協
会
　
☎
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

21
日
㊋
藻
刈
神
事

夫
婦
岩
の
沖
合
に
鎮
ま
る
興
玉
神
石
か
ら
祓
具

と
し
て
用
い
る
「
無
垢
塩
草
」
を
採
取
す
る
。

w

10
時
～

q
伊
勢
市
二
見
町
、
二
見
興
玉
神
社

u
二
見
興
玉
神
社
　
☎
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

写
真
展
「
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」

～
神
宮
の
森
～

第
62
回
式
年
遷
宮
を
迎
え
る
神
宮
の
森
の
知
ら

れ
ざ
る
美
し
さ
・
奥
深
さ
に
迫
る
写
真
展
。
入

場
無
料
。

●
常
設（
平
成
26
年
春
頃
ま
で
）

w
９
時
～
17
時（
最
終
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
）

q
伊
勢
市
、
五
十
鈴
蔵（
お
は
ら
い
町
通
り
・
赤
福
本
店
横
）

u（
株
）赤
福
　
a
０
５
９
６
・
２
２
・
２
１
５
４

観
光
特
急
「
し
ま
か
ぜ
」

３
月
21
日
デ
ビ
ュ
ー

大
阪
・
名
古
屋
か
ら
伊
勢
志
摩
へ
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
快
適
な
旅
を
楽
し
め
る
近
鉄
の
新
型
観

光
特
急
「
し
ま
か
ぜ
」。
す
べ
て
の
シ
ー
ト
が

３
列
配
置
で
ゆ
っ
た
り
く
つ
ろ
げ
る
う
え
、
先

頭
車
両
は
大
き
な
ガ
ラ
ス
面
を
前
方
に
配
し
た

展
望
車
両
。
ま
た
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
楽
し

め
る
サ
ロ
ン
席
や
和
風
・
洋
風
の
個
室
、
軽
食

を
味
わ
え
る
カ
フ
ェ
な
ど
も
。
伊
勢
志
摩
へ
の

心
地
よ
い
旅
が
楽
し
め
る
。

u
旅
客
案
内
テ
レ
フ
ォ
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
６
・
６
７
７
１
・
３
１
０
５

「
伊
勢
人
」遷
宮
記
念
号・第
１
弾（
１
６
１
号
）

神
宮
と
伊
勢
の
町
で
遷
宮
を
支
え
て
き
た
さ
ま

ざ
ま
な
人
に
取
材
し
、
一
般
に
は
公
開
さ
れ
て

い
な
い
「
遷
御
」
の
全
容
を
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
今
夏
の
お
白
石
持
行
事
に
向
け
て
盛
り

上
が
る
全
77
奉
献
団
の
取
り
組
み
も
紹
介
。
定

価
８
４
０
円（
税
込
）。
好
評
発
売
中
！

『
三
重
の
ま
ち
か
ど
博
物
館
に
行
こ
う
！
』

地
域
の
住
民
が
自
宅
や
店
舗
、
工
房
な
ど
の
一

角
で
価
値
あ
る
〝
お
宝
〟
を
展
示
す
る
「
ま
ち

か
ど
博
物
館
」
の
ガ
イ
ド
。
三
重
に
５
０
０
館

以
上
あ
る
う
ち
館
長
の
思
い
や
地
域
性
な
ど
に

特
徴
あ
る
１
０
０
館
を
案
内
し
ま
す
。
定
価

１
２
６
０
円（
税
込
）。

●
三
重
県
内
の
主
要
書
店
や
一
部
ス
ー
パ
ー
、

観
光
施
設
ほ
か
で
好
評
発
売
中
！

u
伊
勢
文
化
舎
　
☎
０
５
９
６
・
２
３
・
５
１
６
６

● 

デ
ー
タ
は
３
月
１
日
現
在
。
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト

は
主
催
者
側
の
都
合
に
よ
り
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
お
出
か
け
の
際
は
あ
ら
か
じ
め
電

話
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

3
月

4
月

5
月

春
の
伊
勢
志
摩
の
ま
つ
り
・
イ
ベ
ン
ト
情
報

神宮奉納大相撲

しろやま嘉隆まつり

い

せ

び

と

歳

時

記

御田祭

石神さん春祭り

カフェ車両 展望車両

購読のご案内
本紙を購読ご希望の方は、ご住所・お名前・
電話番号・号数・部数を明記の上、下記の
料金案内をご確認いただき、伊勢文化舎まで
お送りください。（１・６・８号在庫なし）
・１〜５部� 送料１００円（切手可）
・６〜１０部� 送料２００円（切手可）
・１１部以上� �送料は着払い。別途梱包料

５００円が必要です。
（注）�１０１部以上は料金が異なりますので、お

問い合せください。
〈お問い合せ・送付先〉
〒51６-001６　伊勢市神田久志本町1474-3
伊勢文化舎内「いせびとニュース」係
ＴＥＬ０５９６・２３・５１６６
※次号の発行は５月末の予定です。

　
伊
勢
文
化
舎
の
近
刊
よ
り


